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全作物共通
天気は数日周期で変わり、平均気温は高いか平年並みの予報です。気象・生育に合わせた温度管理・かん水管理を行いましょう。
①ハウスの管理は高温対策と低温対策の両方に留意します。湿度の高まりは病害発生要因となるので、モヤ抜き換気を行いましょう。
②アブラムシ類・ハダニ類・アザミウマ類・コナガ等の害虫の増加が懸念されます。ほ場観察を行い、適期防除に努めましょう。
③ほ場は、透排水性の改善に努め、高畝栽培等の湿害対策を励行しましょう。

※本資料に記載の農薬や資材は「地域で推奨するもの」を使用し、倍率や収穫前日数に十分留意して使用してください。



◆農薬の使用に当たっては、使用基準を必ず守りましょう。
なお、品目ごとの栽培防除体系を基に減農薬でクリーンな野菜生産を実践しましょう。

◆防虫ネット・近紫外線カットフィルム・粘着シートなどを活用し、適切な栽培管理と合わせ、病害虫の発生を最小限に抑制しましょう。

※この情報は、上川農業改良普及センター本所地域(旭川市、鷹栖町、当麻町、比布町、愛別町、上川町)向けに作成されています。
気象・土壌条件・作業体系から当地域以外には、適用されませんので十分ご注意ください。（不利益・損害などが発生した場合、当方は
責任を負うことはできません）

※掲載されている農薬情報は、令和２年５月２７日現在の登録内容となっていますので、活用の際は、あらかじめ安全使用基準を確認く
ださいますようお願いします。

■□■□■□■□ GAP手法の活用 □■□■□■□
【農作業事故編】

－農作業事故の防止は日頃の安全確認から－

・作物の管理だけではなく、作業者の体調管理にも気を配りましょう。
・作業時は定期的な休憩と水分補給を忘れずに行いましょう。
・作業はできるだけ２人以上で行うか、定期的に声かけや異常がないかを確認しあいましょう。
・離れたほ場で作業をする場合は、あらかじめ、作業ほ場を家族等に知らせましょう。
・ハウス内は日照により内部の温度が大きく変化します。体調が優れない時や高温時はハウス内作業を避けましょう。


